
議
会
報
告
会
が
行
わ
れ
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
は
行
政
に
対

す
る
不
満
な
ど
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

【
離
島
活
性
化
対
策
】

浜
崎　
離
島
振
興
法
が
、
国
会
で
10
年

ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
。
今
回
の
離
島
振

興
法
改
正
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

天
草
の
離
島
振
興
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

企
画
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
市
と
し
て
の
計
画
案
を
県
に
提
出

し
、
離
島
振
興
策
を
実
施
し
て
い
く
。

【
高
潮
対
策
】

浜
崎　
９
月
17
日
の
午
前
中
、
台
風
16

号
の
影
響
に
よ
り
、
天
草
地
方
に
も
被

害
が
発
生
し
た
。
天
草
市
と
し
て
の
今

後
の
対
応
は
、ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

総
務
部
長　

護
岸
の
か
さ
上
げ
・
排
水

溝
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
な
ど
設
置
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

【
有
害
生
物
処
理
及
び
残
渣
問
題
】

浜
崎　
天
草
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
が

変
更
さ
れ
た
。
当
初
は
堆
肥
化
が
可
能

な
施
設
で
あ
っ
た
。

　
有
害
生
物
の
有
効
利
用
及
び
水
産
物

残
渣
を
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ

ー
で
堆
肥
化
計
画
も
あ
っ
た
が
、
精
査

し
た
結
果
、し
尿
処
理
の
み
に
な
っ
た
。

浜
崎　
加
工
残
渣
23
年
度
合
計
２
０
０

万
６
、６
８
５
㎏
・
死
魚
が
35
万
８
、

４
９
０
㎏
。
加
工
残
渣
24
年
度
９
月
現

在
、
１
６
８
万
３
、４
５
５
㎏
・
死
魚

が
16
万
８
、２
０
０
㎏
。

市
長　

今
後
、
大
き
な
問
題
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
十
分
に
調
査
を
行
い
、
方
向
性

を
研
究
し
て
い
く
。

【
漁
港
漁
村
環
境
整
備
】

浜
崎　
ど
れ
を
と
っ
て
も
こ
の
天
草
に

は
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
が
整
備

が
整
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
特
に

給
水
・
給
電
・
漁
獲
物
の
処
理
・
保
存

施
設・畜
養
施
設
の
今
後
の
整
備
方
針
・

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
部     

関
係
団
体
と
協
議
を
進

め
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

楠
本　
男
性
の
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
に

つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長　

平
成
25
年
度
か
ら
実

施
す
る
計
画
で
予
算
要
求
を
し
て
い
る
。

楠
本　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
使
っ
た
、
児
童
･
生
徒
へ
の
命

の
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

54
人
の
教
職
員
が
応
急
手

当
普
及
員
講
習
（
２
日
間
）
を
受
講
し
、

小
学
校
35
校
中
９
校
で
、
中
学
校
13
校

全
て
の
学
校
で
取
り
組
ん
だ
。

楠
本　
本
渡
枦
宇
土
線
の
安
全
対
策

（
路
肩
の
清
掃
）
に
つ
い
て
。

建
設
部
長　

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
で

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

楠
本　
歩
道
未
整
備
区
間
の
整
備
に
つ

い
て
。

建
設
部
長　

歩
行
者
の
安
全
と
自
動
車

の
円
滑
な
走
行
を
図
る
た
め
、
今
後
の

状
況
を
見
極
め
た
い
。

楠
本　
市
民
の
健
康
対
策
「
公
園
に
健

康
遊
具
の
設
置
」
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部  　

健
康
遊
具
の
設
置

は
、
体
力
の
回
復
や
心
身
の
健
康
維
持

に
効
果
あ
る
。

市
長　

交
付
金
事
業
を
活
用
す
る
な

ど
、
資
金
面
で
の
検
討
や
、
設
置
後
の

利
用
促
進
等
、先
進
地
を
研
究
し
た
い
。

楠
本　
持
家
改
修「
リ
フ
ォ
ー
ム
」「
天

草
産
材
利
用
促
進
補
助
金
」
の
成
果
に

つ
い
て
。

経
済
部

 

平
成
23
年
が
43
件
２
８
７

万
５
千
円
、
経
済
効
果
８
、２
３
４
万

円
。
平
成
24
年
は
11
月
ま
で
、
31
件
２

１
０
万
９
千
円
、
経
済
効
果
７
、２
４

７
万
３
千
円
で
す
。

楠
本　
宮
崎
の
都
城
市
で
は
、
２
年
間

で
利
用
件
数
「
２
、２
３
７
件
」
補
助

金
額
「
１
億
５
、７
０
７
万
６
千
円
」

総
工
事
費
は
「
31
億
２
、１
０
１
万
２

千
円
」で
あ
る
。天
草
市
に
お
い
て
も
、

２
年
限
定
の
「
持
家
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

緊
急
支
援
事
業
」
を
何
と
か
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
長  

議
員
ご
提
案
の
住
宅
等
の
リ
フ

ォ
ー
ム
に
掛
か
る
補
助
に
つ
い
て
は
、

市
民
・
施
行
業
者
・
地
元
商
店
の
活
性

化
な
ど
、
大
き
な
経
済
効
果
を
与
え
る

事
業
で
あ
り
、
他
市
の
実
施
状
況
を
参

考
に
、
よ
り

経
済
効
果
が

上
が
る
よ
う

な
施
策
で
検

討
す
る
よ
う

指
示
を
す
る
。

福
嶋　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

で
日
本
は
２
０
１
１
年
の
統
計
で
は
、

１
３
５
カ
国
中

98
位
で
す
。
本

市
に
お
い
て
女

性
が
意
思
決
定

の
過
程
に
か
か

わ
る
比
率
は
。

総
務
部
長　

職
員
数（
医
療
職
を
除
く
）

は
１
、０
１
０
人
で
、
女
性
が
３
１
２

人
、
男
性
が
６
９
８
人
。
そ
の
中
で
、

女
性
の
役
職
者
は
部
長
級
４
・
８
％
、

課
長
級
27
・
３
％
、
課
長
補
佐
級
５
・

６
％
、
係
長
級
44
・
８
％
。

福
嶋　
防
災
計
画
の
意
思
決
定
に
女
性

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

本
市
防
災
会
議
の
女
性
委

員
は
、今
年
度
か
ら
43
人
中
３
人
。地
域

防
災
計
画
に
お
い
て
、東
日
本
大
震
災
を

受
け
、大
き
な
見
直
し
を
し
て
い
る
。

福
嶋　
観
光
に
お
け
る
女
性
の
か
か
わ

　当委員会は、これまで「議員定数」、「議員報酬」、
「議会基本条例」の調査・研究に係る中間報告を
行ってきましたが、12月議会では、あらためて
調査・研究を重ねた「議員定数」に係る方向性
について中間報告を行いましたので、その概要
や審議経過について報告します。

　委員会では、全国の類似市や県下14市の議員
定数の状況などを調査し、また、９月から11月
にかけて市内10地区で開催した「議会報告会」
では、参加された市民の方々と自由な意見交換
の場を設け、あわせてアンケートを実施するな
ど、議員定数に係る意見などの聴取や収集にも
努めてきました。
　それらを踏まえたうえで、複数回にわたる委
員会では、各委員から会派等の意見として、例
えば、「近隣市議会の動向や、市の経済状況及び
人口の減少等から５人程度は削減すべきではな
いか」との意見や、加えて「アンケート結果な

り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
部
長　

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実

行
委
員
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
企
画

提
案
を
行
っ
て
い
る
。

福
嶋　
行
政
区
長
の
女
性
の
割
合
は
。

企
画
部
長　

３
８
２
人
中
７
人
で
、
比

率
は
１
・
８
％
。

福
嶋　
男
女
共
同
参
画
で
女
性
が
活
躍

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
み

は
。

企
画
部  　

も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
・
場
面
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、「
女

性
人
材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
た
。

福
嶋　
25
年
度
か
ら
行
政
機
構
が
変
わ

る
の
で
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
政
策
提

案
が
で
き
る
よ
う
、
配
慮
さ
れ
た
人
事

配
置
を
期
待
す
る
。

市
長　

本
市
の
政
策
、
施
策
を
計
画
、

実
施
す
る
上
で
は
、
女
性
の
視
点
・
考

え
方
を
反
映
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
、
総
合
的
な
考
え
方
の
も
と
、

適
切
な
人
事
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

議
会
報
告
会
を
受
け
て
の

市
民
か
ら
の
要
望
・
要
求
他

こ
れ
ま
で
の
質
問
の
対
応
状
況
・
市
民
の

健
康
対
策
・
持
家
改
修
「
リ
フ
ォ
ー
ム
」
に
つ
い
て

日
本
女
性
会
議
２
０
１
２
仙
台
に
参
加
し
て

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

楠本千秋
議員

浜崎義昭
議員

福嶋啓子
議員

どから２人ないし４人は削減しなければならな
いのではないか」、また「できれば現状維持が望
ましいが削減するなら２人までの減でよいので
はないか」、また「行財政改革が進められている
中、議員として範を示すためにも、２、３人は
削減すべきではないだろうか」など、『削減』と
する旨の意見が出された一方、「市域の広さ等を
考慮すれば、現状維持でよいのではないか」、ま
た「現段階では自ら削減すると言い出すべきで
はないのではないか」など、『現状維持』とする
旨の意見が出されました。
　このような中、委員会としては、議員定数に
係る何らかの方向性を示すための詰めの調整を
行いましたが、『削減』とする旨の意見が大勢を
占めたことから、最終的には、「議員定数は削減
する。そして、具体的な削減数については、さ
らに議論を重ね、平成25年３月の定例会に『議
員定数条例案』として上程すべく準備を進めて
いく」ということが、決定されたところです。

さ
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一般質問

あまくさ市議会だより 13 あまくさ市議会だより 12

議員定数は削減！議会改革調査
特別委員会報告

健康遊具

日本女性会議のようす

※

※

各
国
の
社
会
進

出
に
お
け
る
男

女
格
差
を
示
す

指
数


